
後
期
佛
教
の
修
行
技
術  

 
 

 
 

    

愛
甲
次
郎 

 
中
國
、
朝
鮮
等
に
三
國
時
代
あ
る
が
如
く
印
度
に
も
三
國
時
代
あ
り
き
。
八
世
紀
よ
り
十
二
世
紀
に
掛
け

東
印
度
（
現
在
ベ
ン
ガ
ル
州
及
び
ビ
ハ
ー
ル
州
）
を
支
配
せ
る
パ
ー
ラ
朝
は
そ
の
三
國
の
一
な
り
。
佛
教
を
保
護

す
る
こ
と
極
め
て
篤
く
、
そ
の
建
て
た
る
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
大
僧
院
は
總
合
大
學
の
機
能
も
兼
ね
、
ナ
ー
ラ

ン
ダ
大
僧
院
と
竝
び
當
時
の
佛
教
の
總
本
山
な
り
き
。
學
生
千
人
、
教
授
百
人
を
擁
し
、
修
行
技
術
の
精
緻

化
に
努
め
た
り
と
言
ふ
。
當
時
佛
教
は
王
侯
貴
族
、
大
商
人
の
尊
崇
を
集
め
、
一
方
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
農
村
部

に
勢
力
を
張
り
、
互
に
切
磋
琢
磨
す
。
そ
の
結
果
修
行
技
術
は
極
度
に
發
展
せ
り
。 

そ
は
呼
吸
法
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
等
を
驅
使
し
、
氣
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
腦
に
適
切
な
る
刺
激

を
與
へ
微
細
次
元
の
情
報
修
理
を
可
能
と
す
る
第
二
神
經
組
織
と
も
言
ふ
べ
き
神
經
囘
路
を
發
達
せ
し
む

る
も
の
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
高
僧
等
は
超
能
力
を
獲
得
す
る
に
至
る
。
佛
教
は
こ
の
時
期
よ
り
後
期
佛
教
の

時
代
に
入
る
。 

ヒ
ン
ド
ゥ
系
の
技
術
は
高
度
の
ヨ
ガ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
後
世
に
傳
は
り
、
歐
米
人
の
好
奇
心
を
惹
き
ぬ
。
一

方
佛
教
系
の
も
の
は
こ
れ
と
は
異
な
る
運
命
を
辿
り
き
。
九
世
紀
よ
り
印
度
に
侵
入
せ
し
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力

は
東
に
向
ひ
在
來
勢
力
を
驅
逐
し
、
遂
に
千
二
百
三
年
に
は
パ
ー
ラ
朝
の
後
繼
王
朝
を
倒
し
、
ヴ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ー
ラ
大
僧
院
を
破
壞
し
盡
す
。
僧
院
長
以
下
高
僧
は
擧
つ
て
北
を
目
指
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
チ
ベ
ッ
ト
に

亡
命
す
。
そ
の
た
め
後
期
佛
教
の
修
行
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
其
の
儘
世
界
の
屋
根
に
温
存
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
る
。

氷
と
雪
に
よ
り
て
外
界
よ
り
遮
斷
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
温
存
と
言
は
む
り
は
冷
藏
と
言
ふ
べ
き
か
。
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
經
て
東
ア
ジ
ア
に
傳
は
り
し
佛
教
は
中
期
佛
教
ま
で
の
も
の
な
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
佛
教
徒
は
か
か
る
高

度
の
技
術
は
詳
ら
か
に
せ
ず
。 

ヨ
ガ
と
し
て
知
ら
る
る
ヒ
ン
ド
ゥ
系
の
技
術
は
、
十
九
世
紀
ま
で
は
師
資
相
承
の
祕
傳
と
し
て
公
開
せ
ら
れ
ざ

り
し
が
、
十
九
世
紀
末
に
及
び
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
ー
ナ
ン
ダ
、
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
、
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
等
の
宗
教

家
に
よ
つ
て
歐
米
に
紹
介
せ
ら
る
る
に
至
る
。
ま
た
斷
片
的
知
識
は
そ
れ
以
外
の
經
路
を
經
て
外
部
に
擴
が

り
、
特
に
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
サ
イ
エ
ン
ス
以
降
は
か
か
る
知
見
に
關
心
を
有
す
る
若
者
の
現
地
修
行
を
通
じ
て
傳
は

り
し
も
の
少
な
か
ら
ず
。
近
年
所
謂
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
る
も
の
に
對
す
る
市
民
の
關
心
高
ま
り
、
各
種
の
講

習
、
講
座
に
て
諸
々
の
行
法
紹
介
せ
ら
る
な
り
。
さ
れ
ど
そ
の
多
く
は
斷
片
の
域
に
留
ま
り
盲
川
の
如
く
い

づ
こ
へも
導
か
ず
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
往
古
の
高
僧
の
如
き
超
能
力
を
得
た
り
と
言
ふ
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
聞

か
ず
。 

一
方
佛
教
系
は
千
九
百
五
十
三
年
の
中
國
人
民
解
放
軍
の
チ
ベ
ッ
ト
侵
略
に
よ
り
亡
命
を
餘
儀
な
く
せ
ら

れ
た
る
チ
ベ
ッ
ト
僧
に
よ
り
歐
米
に
浸
透
せ
り
。
こ
れ
は
斷
片
的
に
傳
え
ら
れ
し
ヒ
ン
ド
ゥ
系
に
比
し
體
系
的

教
授
法
保
持
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
修
行
法
の
中
核
に
達
す
る
に
は
永
年
の
忍
耐
を
要
す
れ
ど
、
そ
の
行
法
は
理

論
實
踐
車
の
兩
輪
を
な
し
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
壯
大
な
る
一
構
造
物
を
形
成
す
。
我
は
之
に
惹
か
れ
て
そ

の
修
習
過
程
に
入
れ
ど
も
道
の
あ
ま
り
に
遠
き
に
た
だ
茫
然
と
す
る
の
み
。
科
學
の
協
力
に
よ
り
て
こ
れ
等

の
修
行
法
の
效
率
化
を
進
む
る
こ
と
を
得
ば
、
人
類
の
靈
的
能
力
の
向
上
に
多
大
な
る
貢
獻
あ
ら
む
。
奇
特

な
る
人
々
の
現
れ
て
兩
者
の
融
合
を
果
さ
む
こ
と
を
切
に
祈
る
も
の
な
り
。 


